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貸
用
の
商
業
施
設
で
あ
り
、
参
道
の
一

部
を
ま
た
ぐ
形
状
と
な
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
地
上
１
階
か
ら
３
階
ま
で
に

相
当
す
る
中
央
の
部
分
が
通
り
抜
け
が

可
能
な
空
洞
で
参
道
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。

地
方
税
法
第
３
４
８
条
第
２
項
柱
書

本
文
は
、
固
定
資
産
税
は
同
項
各
号
に

掲
げ
る
固
定
資
産
に
対
し
て
は
課
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
規
定
し
、
同
項

第
３
号
は
、
宗
教
法
人
が
専
ら
そ
の
本

来
の
用
に
供
す
る
宗
教
法
人
法
第
３
条

に
規
定
す
る
境
内
地
を
掲
げ
て
い
る
。

大
阪
市
長
が
被
上
告
人
に
対
し
、
68
番

５
土
地
の
全
部
が
同
法
第
３
４
８
条
第

２
項
第
３
号
所
定
の
境
内
地
に
該
当
し

な
い
こ
と
を
前
提
に
、
本
件
各
土
地
の

固
定
資
産
税
等
の
税
額
を
算
定
し
て
本

件
賦
課
決
定
を
し
た
と
こ
ろ
、
被
上
告

人
は
そ
の
一
部
取
消
し
を
求
め
て
提
訴

し
、
68
番
５
土
地
の
一
部
（
空
洞
部
分

の
土
地
）
が
同
法
第
３
４
８
条
第
２
項

第
３
号
所
定
の
境
内
地
に
該
当
す
る
か

否
か
が
争
わ
れ
た
。

原
審
は
、
土
地
の
所
有
権
は
地
盤
と

地
上
空
間
を
支
配
す
る
権
能
で
あ
っ

て
、
土
地
の
用
途
は
そ
の
地
上
空
間
又
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８
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５
年
（
行
ヒ
）

第
３
３
９
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Ｘ
／
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５
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７
５
１

原
審　

大
阪
高
等
裁
判
所　

令
和
５
年

６
月
29
日
判
決　

令
和
４
年
（
行
コ
）

第
１
６
４
号

第
一
審　

大
阪
地
方
裁
判
所　

令
和
４

年
11
月
17
日
判
決　

令
和
３
年（
行
ウ
）

第
63
号

破
棄
自
判

行
政
勝
訴

（
要
旨
）

宗
教
法
人
で
あ
る
被
上
告
人
が
所
有

す
る
各
土
地
の
う
ち
一
部
（
以
下
「
68

番
５
土
地
」
と
い
う
。）
は
、
訴
外
会

社
に
賃
貸
さ
れ
、
同
土
地
上
に
地
下
１

階
、
地
上
17
階
建
て
の
本
件
建
物
が
新

築
さ
れ
た
。
本
件
建
物
は
、
ホ
テ
ル
、

店
舗
や
事
務
所
と
し
て
建
築
さ
れ
た
賃

は
地
下
地
盤
が
ど
の
よ
う
な
用
途
に
供

さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と

に
な
り
、
68
番
５
土
地
の
上
に
は
、
参

道
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
、
同
法
第

３
４
８
条
第
２
項
第
３
号
所
定
の
境
内

地
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
空
間
と
、

訴
外
会
社
に
賃
貸
さ
れ
て
商
業
施
設
の

用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
空
間
と
が
混
在

し
て
い
る
か
ら
、
68
番
５
土
地
の
全
部

に
つ
い
て
固
定
資
産
税
等
を
賦
課
す
る

本
件
賦
課
決
定
は
、
上
記
境
内
地
の
用

途
に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
ま

で
固
定
資
産
税
等
を
賦
課
す
る
限
度
で

同
項
に
反
す
る
と
し
て
、
被
上
告
人
の

請
求
を
一
部
認
容
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
最
高
裁
は
、
大
要
以

下
の
と
お
り
判
示
し
、
原
審
の
判
断
に

は
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら

か
な
法
令
の
違
反
が
あ
り
、
原
判
決
中

上
告
人
敗
訴
部
分
は
破
棄
を
免
れ
ず
、

本
件
の
事
実
関
係
等
の
下
に
お
い
て

は
、
本
件
賦
課
決
定
に
そ
の
他
の
違
法

事
由
も
見
当
た
ら
ず
、
上
記
部
分
に
関

す
る
被
上
告
人
の
請
求
を
棄
却
し
た
第

一
審
判
決
は
結
論
に
お
い
て
正
当
で
あ

る
か
ら
、
上
記
部
分
に
つ
き
被
上
告
人

の
控
訴
を
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
と
し



自治体法務研究 2026・夏◆ 118

破
棄
す
る
。

２　

前
項
の
部
分
に
つ
き
、
被
上
告
人

の
控
訴
を
棄
却
す
る
。

３　

控
訴
費
用
及
び
上
告
費
用
は
被
上

告
人
の
負
担
と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
元
氏
成
保
、同
濱
和
哲
、

上
告
復
代
理
人
徳
山
慶
太
の
上
告
受
理

申
立
て
理
由
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
宗
教
法
人
で
あ
る
被
上

告
人
が
、
そ
の
所
有
す
る
第
1
審
判
決

別
紙
１
物
件
目
録
記
載
の
各
土
地
（
以

下「
本
件
各
土
地
」と
い
う
。）に
つ
き
、

大
阪
市
長
か
ら
令
和
２
年
度
の
固
定
資

産
税
及
び
都
市
計
画
税
（
以
下
「
固
定

資
産
税
等
」と
い
う
。）の
賦
課
決
定（
以

下
「
本
件
賦
課
決
定
」
と
い
う
。）
を

受
け
た
た
め
、
上
告
人
を
相
手
に
、
そ

の
一
部
の
取
消
し
を
求
め
る
事
案
で
あ

る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
上
記
物
件
目

録
記
載
５
の
土
地
（
以
下
「
68
番
５
土

地
」
と
い
う
。）
の
一
部
が
地
方
税
法

３
４
８
条
２
項
３
号
所
定
の
境
内
地
に

該
当
す
る
か
否
か
が
争
わ
れ
て
い
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実
関

係
等
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
地
方
税
法
３
４
８
条
２
項
柱

書
き
本
文
は
、
固
定
資
産
税
は
同
項
各

号
に
掲
げ
る
固
定
資
産
に
対
し
て
は
課

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
規
定
し
、

同
項
３
号
は
、
宗
教
法
人
が
専
ら
そ
の

本
来
の
用
に
供
す
る
宗
教
法
人
法
３
条

に
規
定
す
る
境
内
地
を
掲
げ
る
。

地
方
税
法
７
０
２
条
の
２
第
２
項
は
、

市
町
村
は
、
同
法
３
４
８
条
２
項
の
規

定
に
よ
り
固
定
資
産
税
を
課
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
土
地
に
対
し
て
は
、
都
市

計
画
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨

を
規
定
す
る
。

宗
教
法
人
法
３
条
柱
書
き
は
、
同
法

に
お
い
て
「
境
内
地
」
と
は
、
同
条
２

号
か
ら
７
号
ま
で
に
掲
げ
る
よ
う
な
、

宗
教
法
人
の
宗
教
の
教
義
を
広
め
、
儀

式
行
事
を
行
い
、
及
び
信
者
を
教
化
育

成
す
る
目
的
（
同
法
２
条
）
の
た
め
に

必
要
な
当
該
宗
教
法
人
に
固
有
の
土
地

を
い
う
旨
を
規
定
し
、
同
法
３
条
３
号

は
、
参
道
と
し
て
用
い
ら
れ
る
土
地
を

掲
げ
る
。

（
２
）
宗
教
法
人
で
あ
る
被
上
告
人

は
、
令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
税
等
の

賦
課
期
日
で
あ
る
令
和
２
年
１
月
１
日

（
以
下
「
本
件
賦
課
期
日
」
と
い
う
。）

当
時
、
本
件
各
土
地
の
ほ
か
、
68
番
５

が
ら
、土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、

土
地
の
資
産
価
値
に
着
目
し
、
そ
の
所

有
と
い
う
事
実
に
担
税
力
を
認
め
て
課

す
る
一
種
の
財
産
税
で
あ
っ
て
、
そ
の

所
有
者
に
対
し
て
課
す
る
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
、
土
地
の
所
有
権
は
、
そ
の
土

地
の
上
下
に
及
び（
民
法
第
２
０
７
条
）、

空
間
の
み
を
所
有
権
の
目
的
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
、
法
令
に
特
別
の

定
め
が
な
い
以
上
、
空
間
ご
と
に
地
方

税
法
第
３
４
８
条
第
２
項
第
３
号
を
適

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

本
判
決
に
は
、
三
浦
守
裁
判
官
の
補

足
意
見
、
高
須
順
一
裁
判
官
の
反
対
意

見
が
あ
る
。

【
関
連
法
規
】	

地
方
税
法
第
３
４
８
条

第
２
項
第
３
号　

宗
教

法
人
法
第
３
条
第
３
号

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

１　

原
判
決
中
、
上
告
人
敗
訴
部
分
を

た
。（

１
）
原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事

実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、68
番
５
土
地
は
、

本
件
賦
課
期
日
当
時
、
訴
外
会
社
に
賃

貸
さ
れ
て
そ
の
全
体
が
本
件
建
物
の
敷

地
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
参
道
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
部

分
に
つ
い
て
み
て
も
、
同
部
分
は
、
宗

教
法
人
法
第
３
条
第
３
号
に
掲
げ
る
土

地
と
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
境
内
地

に
該
当
す
る
も
の
と
い
え
る
が
、
そ
の

上
に
賃
貸
用
商
業
施
設
で
あ
る
本
件
建

物
の
４
階
か
ら
17
階
ま
で
の
一
部
が
存

在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
参
道
の
用

に
供
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

以
外
の
用
に
も
供
さ
れ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
68
番
５
土
地
は
、
上
記
部
分

を
含
め
、
地
方
税
法
第
３
４
８
条
第
２

項
第
３
号
の
「
宗
教
法
人
が
専
ら
そ
の

本
来
の
用
に
供
す
る
宗
教
法
人
法
第
３

条
に
規
定
す
る
…
境
内
地
」
に
該
当
す

る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
２
）
な
お
、
原
審
の
判
断
は
、
参

道
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
空
間
が
同

法
第
３
４
８
条
第
２
項
第
３
号
所
定
の

境
内
地
に
該
当
す
る
と
の
判
断
を
前
提

と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
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土
地
の
西
側
に
隣
接
す
る
土
地
（
以
下

「
西
側
隣
地
」
と
い
う
。）
を
所
有
し
て

い
た
。
西
側
隣
地
は
、
被
上
告
人
の
本

堂
の
敷
地
等
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
税

法
３
４
８
条
２
項
３
号
所
定
の
境
内
地

に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
固
定
資
産

税
等
が
課
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
３
）
68
番
５
土
地
は
、
被
上
告
人

か
ら
Ｘ
株
式
会
社
（
現
商
号
Ｙ
株
式
会

社
。
以
下
「
訴
外
会
社
」
と
い
う
。）

に
賃
貸
さ
れ
、
令
和
元
年
９
月
30
日
、

訴
外
会
社
に
よ
り
、
同
土
地
上
に
地
下

１
階
、
地
上
17
階
建
て
の
建
物
（
以
下

「
本
件
建
物
」
と
い
う
。）
が
新
築
さ
れ

た
。
本
件
建
物
は
、
４
階
の
一
部
と
５

階
か
ら
17
階
ま
で
は
ホ
テ
ル
と
し
て
、

そ
の
他
は
店
舗
や
事
務
所
と
し
て
建
築

さ
れ
た
賃
貸
用
の
商
業
施
設
で
あ
る
。

（
４
）
本
件
建
物
は
、
68
番
５
土
地

の
東
側
に
隣
接
す
る
大
阪
市
中
心
部
の

主
要
街
路
か
ら
68
番
５
土
地
を
経
て
西

側
隣
地
上
の
本
堂
に
続
く
参
道
の
一
部

を
ま
た
ぐ
形
状
と
な
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
本
件
建
物
は
、
地
上
１
階
か
ら

３
階
ま
で
に
相
当
す
る
中
央
の
部
分
が
、

東
西
方
向
に
通
り
抜
け
が
可
能
な
幅
員

21
・
76
ｍ
、高
さ
約
13
ｍ
の
空
洞
と
な
っ

２
項
３
号
所
定
の
境
内
地
の
用
途
に
供

さ
れ
て
い
る
空
間
と
、
訴
外
会
社
に
賃

貸
さ
れ
て
商
業
施
設
の
用
途
に
供
さ
れ

て
い
る
空
間
と
が
混
在
し
て
い
る
か

ら
、
68
番
５
土
地
の
全
部
に
つ
い
て
固

定
資
産
税
等
を
賦
課
す
る
本
件
賦
課
決

定
は
、
上
記
境
内
地
の
用
途
に
供
さ
れ

て
い
る
部
分
に
つ
い
て
ま
で
固
定
資
産

税
等
を
賦
課
す
る
限
度
で
同
項
に
反
す

る
。

４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記
判

断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、

68
番
５
土
地
は
、本
件
賦
課
期
日
当
時
、

訴
外
会
社
に
賃
貸
さ
れ
て
そ
の
全
体
が

本
件
建
物
の
敷
地
と
な
っ
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
68
番
５
土
地
の
う
ち
被
上
告

人
の
本
堂
へ
の
参
道
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
部
分
に
つ
い
て
み
て
も
、
同
部

分
は
、
宗
教
法
人
法
３
条
３
号
に
掲
げ

る
土
地
と
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
境

内
地
に
該
当
す
る
も
の
と
い
え
る
が
、

そ
の
上
に
賃
貸
用
商
業
施
設
で
あ
る
本

件
建
物
の
４
階
か
ら
17
階
ま
で
の
一
部

が
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う

す
る
と
、
上
記
部
分
は
、
参
道
の
用
に

て
お
り
、
当
該
空
洞
部
分
は
、
上
記
参

道
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
68
番
５

土
地（
地
積
２
５
８
９
平
方
メ
ー
ト
ル
）

の
う
ち
上
記
参
道
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
部
分
の
面
積
は
５
８
７
・
10
平
方

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
そ
の
上

に
本
件
建
物
の
４
階
か
ら
17
階
ま
で
の

一
部
が
存
す
る
上
記
空
洞
部
分
の
面
積

は
４
６
７
・
87
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

（
5
）
大
阪
市
長
は
、
令
和
2
年
4

月
1
日
、
被
上
告
人
に
対
し
、
68
番
５

土
地
の
全
部
が
地
方
税
法
３
４
８
条
２

項
３
号
所
定
の
境
内
地
に
該
当
し
な
い

こ
と
を
前
提
に
、
本
件
各
土
地
の
令
和

２
年
度
の
固
定
資
産
税
等
の
税
額
を
合

計
３
億
１
８
４
７
万
４
０
０
０
円
と
す

る
本
件
賦
課
決
定
を
し
た
。

３　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の
下

に
お
い
て
、要
旨
次
の
と
お
り
判
断
し
、

被
上
告
人
の
請
求
を
一
部
認
容
し
た
。

土
地
の
所
有
権
は
地
盤
と
地
上
空
間

を
支
配
す
る
権
能
で
あ
っ
て
、
土
地
の

用
途
は
そ
の
地
上
空
間
又
は
地
下
地
盤

が
ど
の
よ
う
な
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る

か
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。
68

番
５
土
地
の
上
に
は
、
参
道
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
、
地
方
税
法
３
４
８
条

供
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以

外
の
用
に
も
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
68
番
５
土
地
は
、
上

記
部
分
を
含
め
、
地
方
税
法
３
４
８
条

２
項
３
号
の
「
宗
教
法
人
が
専
ら
そ
の

本
来
の
用
に
供
す
る
宗
教
法
人
法
第
３

条
に
規
定
す
る
…
境
内
地
」
に
該
当
す

る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
２
）
な
お
、
原
審
の
上
記
判
断
は
、

参
道
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
空
間
が

地
方
税
法
３
４
８
条
２
項
３
号
所
定
の

境
内
地
に
該
当
す
る
と
の
判
断
を
前
提

と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、

土
地
の
資
産
価
値
に
着
目
し
、
そ
の
所

有
と
い
う
事
実
に
担
税
力
を
認
め
て
課

す
る
一
種
の
財
産
税
で
あ
っ
て
、
そ
の

所
有
者
に
対
し
て
課
す
る
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
、
土
地
の
所
有
権
は
、
そ
の
土

地
の
上
下
に
及
び
（
民
法
２
０
７
条
）、

空
間
の
み
を
所
有
権
の
目
的
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
、
法
令
に
特
別
の

定
め
が
な
い
以
上
、
空
間
ご
と
に
地
方

税
法
３
４
８
条
２
項
３
号
を
適
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

５　

以
上
と
異
な
る
原
審
の
判
断
に
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に
規
定
す
る
目
的
（
以
下
「
宗
教
目
的
」

と
い
う
。）
の
た
め
に
必
要
な
当
該
宗

教
法
人
に
固
有
の
建
物
又
は
工
作
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
（
同
法
３
条
柱
書
き
、

１
号
）、
境
内
建
物
が
存
す
る
一
画
の

土
地
も
、
宗
教
目
的
の
た
め
に
必
要
な

当
該
宗
教
法
人
に
固
有
の
も
の
と
し

て
、
こ
れ
を
境
内
地
と
定
め
る
も
の
と

解
さ
れ
る
。
本
件
建
物
は
境
内
建
物
に

当
た
ら
な
い
か
ら
、
本
件
建
物
の
敷
地

で
あ
る
68
番
５
土
地
に
つ
い
て
同
号
の

境
内
地
に
当
た
る
余
地
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
宗
教
法
人
法
３
条
３

号
は
、
建
物
や
工
作
物
の
敷
地
と
し
て

の
用
途
で
は
な
く
、
当
該
土
地
自
体
の

用
途
に
着
目
し
て
、「
参
道
と
し
て
用

い
ら
れ
る
土
地
」
が
、
宗
教
法
人
の
宗

教
目
的
の
た
め
に
必
要
な
当
該
宗
教
法

人
に
固
有
の
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
境

内
地
と
定
め
る
も
の
と
解
さ
れ
、
68
番

５
土
地
の
う
ち
本
堂
に
続
く
参
道
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
は
、
同
号
の

境
内
地
に
当
た
る
。 

そ
し
て
、
境
内

地
は
、
宗
教
法
人
が
専
ら
そ
の
本
来
の

用
に
供
す
る
境
内
地
に
当
た
る
場
合
に

固
定
資
産
税
等
を
課
さ
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、
境
内
地
の
上
空
に
高
層
の
商
業

施
設
が
存
在
し
て
い
る
と
き
は
、「
専

ら
そ
の
本
来
の
用
に
供
す
る
」
に
当
た

ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宗
教
法
人
が
専
ら
そ

の
本
来
の
用
に
供
す
る
境
内
地
に
当
た

ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
境
内

地
の
上
空
及
び
地
下
を
含
む
立
体
的
な

範
囲
の
中
で
、
そ
の
本
来
の
用
に
供
さ

れ
て
い
る
一
部
の
部
分
に
つ
い
て
、
他

の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
他
の
部
分
と

の
割
合
に
応
じ
て
非
課
税
と
な
る
も
の

と
解
す
べ
き
法
令
上
の
根
拠
は
な
く
、

そ
の
割
合
の
具
体
的
な
算
定
方
法
を
定

め
る
規
定
も
な
い
。

３　

原
審
は
、68
番
５
土
地
に
つ
い
て
、

課
税
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
空
間
と
非

課
税
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
空
間
が
存

在
し
て
お
り
、
土
地
上
に
課
税
用
途
と

非
課
税
用
途
に
明
確
に
区
分
さ
れ
た
建

物
が
存
在
す
る
場
合
と
「
非
常
に
良
く

似
た
状
態
で
あ
る
」
と
し
て
、
固
定
資

産
税
等
の
計
算
は
、
こ
の
場
合
と
同
様

に
行
う
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

宗
教
法
人
法
３
条
２
号
は
、
境
内
建

物
が
存
す
る
一
画
の
土
地
を
要
件
と
す

る
か
ら
、
建
物
の
う
ち
客
観
的
に
区
分

さ
れ
る
一
部
が
境
内
建
物
に
当
た
る
と

が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
規
律
す
る
か

は
、
基
本
的
に
、
各
分
野
に
お
け
る
土

地
利
用
の
実
情
や
関
係
者
及
び
公
共
の

利
益
等
の
諸
事
情
を
踏
ま
え
た
立
法
政

策
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る

法
令
も
、
他
の
租
税
法
令
と
同
様
に
、

課
税
要
件
及
び
賦
課
徴
収
の
手
続
が
法

律
で
明
確
に
定
め
ら
れ
る
必
要
が
あ

り
、
法
令
の
解
釈
は
、
こ
れ
ら
を
前
提

と
し
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

２　

固
定
資
産
税
等
が
非
課
税
と
な
る

対
象
に
つ
い
て
は
、「
宗
教
法
人
が
専

ら
そ
の
本
来
の
用
に
供
す
る
宗
教
法
人

法
３
条
に
規
定
す
る
境
内
建
物
又
は
境

内
地
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
（
地
方
税

法
３
４
８
条
２
項
３
号
、
７
０
２
条
の

２
第
２
項
）、
こ
の
う
ち
、
境
内
地
に

つ
い
て
は
、「
第
２
号
か
ら
第
７
号
ま

で
に
掲
げ
る
よ
う
な
宗
教
法
人
の
前
条

（
宗
教
法
人
法
２
条
）
に
規
定
す
る
目

的
の
た
め
に
必
要
な
当
該
宗
教
法
人
に

固
有
の
土
地
を
い
う
。」
と
規
定
さ
れ

（
同
法
３
条
柱
書
き
）、
同
条
２
号
か
ら

７
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
区
別
を
基
本

と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、宗
教
法
人
法
３
条
２
号
は
、

境
内
建
物
が
、
宗
教
法
人
の
同
法
２
条

は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
上
記
の

趣
旨
を
い
う
論
旨
は
理
由
が
あ
り
、
そ

の
余
の
論
旨
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で

も
な
く
、
原
判
決
中
上
告
人
敗
訴
部
分

は
破
棄
を
免
れ
な
い
。
そ
し
て
、
前
記

事
実
関
係
等
の
下
に
お
い
て
は
、
本
件

賦
課
決
定
に
そ
の
他
の
違
法
事
由
も
見

当
た
ら
ず
、
上
記
部
分
に
関
す
る
被
上

告
人
の
請
求
を
棄
却
し
た
第
1
審
判
決

は
結
論
に
お
い
て
正
当
で
あ
る
か
ら
、

上
記
部
分
に
つ
き
被
上
告
人
の
控
訴
を

棄
却
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
高
須
順
一
の
反
対

意
見
が
あ
る
ほ
か
、
裁
判
官
全
員
一
致

の
意
見
で
、主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

な
お
、
裁
判
官
三
浦
守
の
補
足
意
見
が

あ
る
。

裁
判
官
三
浦
守
の
補
足
意
見
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
多
数
意
見
に
賛
同
す
る
も
の

で
あ
る
が
、補
足
し
て
意
見
を
述
べ
る
。

１　

近
年
、
社
会
経
済
の
発
展
と
と
も

に
、
土
地
の
利
用
に
お
け
る
建
物
や
工

作
物
の
立
体
化
、
重
層
化
が
進
展
し
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
固
定
資
産
税
等
の
課

税
の
在
り
方
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
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き
は
、
当
該
建
物
が
存
す
る
一
画
の
土

地
の
一
部
が
同
号
に
当
た
る
か
否
か
な

ど
、
そ
の
敷
地
の
取
扱
い
が
問
題
と
な

り
得
る
。

他
方
、
宗
教
法
人
法
３
条
３
号
は
、

「
参
道
と
し
て
用
い
ら
れ
る
」
と
い
う

土
地
自
体
の
用
途
を
要
件
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
土
地
の

上
空
又
は
地
下
の
一
部
が
他
の
用
途
に

用
い
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
当
該
土

地
の
全
部
が
同
号
の
境
内
地
に
当
た
る

も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
地
方

税
法
３
４
８
条
２
項
３
号
の
適
用
に
関

し
て
は
、
宗
教
法
人
が
専
ら
そ
の
本
来

の
用
に
供
す
る
境
内
地
に
当
た
る
か
否

か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
は
、
宗
教

法
人
法
３
条
２
号
の
適
用
に
関
す
る
上

記
敷
地
の
取
扱
い
と
は
、
別
個
の
要
件

に
関
す
る
異
な
る
問
題
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。 

原
審
の
判
断
は
、
こ
れ
ら

の
規
定
の
適
切
な
解
釈
適
用
に
基
づ
く

も
の
と
は
い
え
な
い
。

裁
判
官
高
須
順
一
の
反
対
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
多
数
意
見
と
は
異
な
り
、
本

件
賦
課
決
定
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
原
判
決

か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
採

る
と
、
参
道
の
上
部
あ
る
い
は
下
部
に

建
物
部
分
が
存
在
す
る
な
ど
し
て
空
間

と
し
て
み
た
場
合
に
複
数
の
用
途
に
供

さ
れ
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
常
に

本
件
規
定
の
適
用
を
否
定
せ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈

は
い
た
ず
ら
に
非
課
税
の
余
地
を
狭
め

る
点
に
お
い
て
妥
当
性
を
欠
く
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
土
地
利
用

形
態
も
多
様
化
し
て
お
り
、
不
動
産
の

所
有
と
い
う
事
実
に
担
税
力
を
認
め
て

課
す
る
財
産
税
で
あ
る
と
こ
ろ
の
固
定

資
産
税
等
の
課
税
実
務
、
そ
し
て
そ
の

根
拠
と
な
る
地
方
税
法
上
の
諸
規
定
の

解
釈
適
用
も
、
こ
の
よ
う
な
土
地
利
用

形
態
の
多
様
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

私
は
、
本
件
対
象
地
は
、
参
道
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
部
分
は
本
件
規
定

に
よ
り
非
課
税
と
し
つ
つ
、
本
件
建
物

部
分
の
敷
地
と
な
っ
て
い
た
部
分
は
課

税
扱
い
と
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
と

考
え
る
。
具
体
的
に
は
、
本
件
対
象
地

の
う
ち
、
参
道
と
し
て
境
内
地
の
用
途

（
以
下
「
非
課
税
用
途
」
と
い
う
。）
に

に
も
非
課
税
と
す
べ
き
固
定
資
産
税
等

の
算
定
方
法
に
問
題
が
あ
る
の
で
、
原

判
決
中
上
告
人
敗
訴
部
分
を
破
棄
し
、

同
部
分
に
つ
い
て
審
理
を
尽
く
さ
せ
る

た
め
、
本
件
を
原
審
に
差
し
戻
す
の
が

相
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
そ
の
理

由
を
述
べ
る
。

１　

68
番
５
土
地
に
は
参
道
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
５
８
７
・
10
平
方
メ
ー

ト
ル
の
土
地
部
分
（
以
下
「
本
件
対
象

地
」
と
い
う
。）
が
存
在
す
る
。
こ
の

う
ち
の
４
６
７
・
87
平
方
メ
ー
ト
ル
の

土
地
部
分
の
上
空
に
は
本
件
建
物
の
４

階
か
ら
17
階
ま
で
の
一
部
（
以
下
「
本

件
建
物
部
分
」
と
い
う
。）
が
存
在
す

る
も
の
の
、
１
階
か
ら
３
階
ま
で
に
相

当
す
る
部
分
は
空
洞
と
な
っ
て
お
り
、

本
件
賦
課
期
日
当
時
、
正
に
参
道
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

２　

多
数
意
見
は
、
空
間
ご
と
に
地
方

税
法
３
４
８
条
２
項
３
号
の
規
定
（
以

下
「
本
件
規
定
」
と
い
う
。）
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
こ
れ
ら
を
一
体
と
し
て
「
宗
教
法

人
が
専
ら
そ
の
本
来
の
用
に
供
す
る
宗

教
法
人
法
第
３
条
に
規
定
す
る
…
境
内

地
」
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
。
し

供
さ
れ
て
い
た
土
地
部
分
と
賃
貸
用
商

業
建
物
の
敷
地
と
し
て
そ
れ
以
外
の
用

途
（
以
下
「
課
税
用
途
」
と
い
う
。）

に
供
さ
れ
て
い
た
土
地
部
分
の
割
合
を

計
算
し
、
課
税
用
途
に
供
さ
れ
て
い
た

土
地
部
分
の
割
合
に
応
じ
て
固
定
資
産

税
等
を
課
税
す
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
。

こ
の
よ
う
な
按
分
に
よ
る
割
合
的
な

固
定
資
産
税
等
の
課
税
を
す
る
扱
い

は
、
境
内
建
物
が
存
す
る
一
画
の
土
地

と
し
て
の
境
内
地
（
宗
教
法
人
法
３
条

２
号
）
に
係
る
固
定
資
産
税
等
の
課
税

に
お
い
て
、
当
該
建
物
に
非
課
税
用
途

に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
と
課
税
用
途
に

供
さ
れ
て
い
る
部
分
の
あ
る
よ
う
な
場

合
に
一
部
実
務
で
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
固
定
資
産
評
価
基
準
２

章
１
節
五
は
、
一
棟
の
家
屋
に
固
定
資

産
税
の
課
税
部
分
と
非
課
税
部
分
と
が

あ
る
場
合
に
、
床
面
積
の
割
合
等
の
基

準
に
よ
っ
て
按
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部

分
の
価
額
を
求
め
る
旨
を
明
文
で
定
め

て
お
り
、
建
物
に
係
る
固
定
資
産
税
の

非
課
税
措
置
が
割
合
的
に
適
用
可
能
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し

て
い
る
。現
代
社
会
に
お
け
る
高
度
化
、

複
雑
化
し
た
土
地
利
用
形
態
の
実
相
に
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床
面
積
に
つ
い
て
も
合
算
し
、
こ
れ
に

占
め
る
本
件
対
象
地
の
面
積
の
割
合
を

計
算
し
、
68
番
５
土
地
に
係
る
固
定
資

産
税
等
の
税
額
の
う
ち
本
件
対
象
地
に

割
り
付
け
ら
れ
る
税
額
を
同
割
合
に
よ

り
按
分
し
て
、
非
課
税
額
を
算
定
す
る

こ
と
が
適
当
と
思
料
す
る
。

（
３
）
原
審
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、

以
下
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
68
番
５
土
地
に
課
さ

れ
た
令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
税
等
の

額
は
７
６
０
１
万
４
２
９
５
円
で
あ

る
。
そ
し
て
、
68
番
５
土
地
の
地
積
は

２
５
８
９
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
本
件
対
象
地
の
面
積
は

５
８
７
・
10
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か

ら
、
本
件
対
象
地
に
係
る
固
定
資
産
税

等
の
割
付
額
は
１
７
２
３
万
７
５
４
１

円
（
７
６
０
１
万
４
２
９
５
円
×

〔
５
８
７
・
10/

２
５
８
９
〕）
と
な
る
。

こ
の
１
７
２
３
万
７
５
４
１
円
を
基
準

と
し
て
、
本
件
対
象
地
の
面
積
と
本
件

建
物
の
う
ち
本
件
対
象
地
の
上
下
に
存

す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
値
に
占
め

る
本
件
対
象
地
の
面
積
の
割
合
を
乗
じ

る
こ
と
で
非
課
税
と
す
べ
き
額
が
算
出

さ
れ
る
と
い
う
の
が
私
の
意
見
で
あ

る
。
本
件
建
物
が
地
上
17
階
地
下
１
階

の
建
物
で
あ
る
こ
と
は
原
審
の
認
定
す

る
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
明
ら

か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
上
記
計
算
に

当
た
っ
て
は
、
本
件
対
象
地
の
地
下
に

本
件
建
物
の
地
階
部
分
が
存
在
す
る
か

否
か
、
存
在
し
て
い
た
場
合
の
同
部
分

の
床
面
積
、
用
途
等
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
か
ら
、
非
課
税
額
を
具
体

的
に
算
定
し
、
本
件
賦
課
決
定
に
つ
い

て
取
消
し
を
命
じ
る
範
囲
の
審
理
を
尽

く
さ
せ
る
た
め
に
、
本
件
を
原
審
に
差

し
戻
す
の
が
相
当
と
考
え
る
。

４　

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
原

判
決
中
上
告
人
敗
訴
部
分
を
破
棄
し
、

非
課
税
額
を
具
体
的
に
算
定
し
、
本
件

賦
課
決
定
に
つ
い
て
取
消
し
を
命
ず
る

範
囲
に
つ
い
て
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た

め
、
同
部
分
に
つ
き
本
件
を
原
審
に
差

し
戻
す
べ
き
と
考
え
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

高
須
順
一　

裁

判
官　

三
浦
守　

裁
判
官　

岡
村
和
美 

裁
判
官　

尾
島
明
）

ま
で
の
建
物
部
分
が
存
在
し
て
い
る
も

の
と
取
扱
い
、
建
築
基
準
法
の
容
積
率

の
計
算
の
基
礎
と
な
る
床
面
積
（
以
下

「
容
積
率
面
積
」
と
い
う
。）
を
基
準
に
、

同
部
分
を
含
む
本
件
建
物
全
体
の
容
積

率
面
積
に
占
め
る
同
部
分
の
容
積
率
面

積
の
割
合
で
68
番
５
土
地
に
係
る
固
定

資
産
税
等
を
按
分
し
、
非
課
税
と
す
べ

き
固
定
資
産
税
等
の
税
額
を
４
８
４	

万
４
４
０
０
円
と
算
定
し
た
。

（
２
）
私
も
本
件
の
解
決
に
当
た
り
、

課
税
用
途
と
非
課
税
用
途
に
区
分
さ
れ

た
建
物
が
存
在
す
る
場
合
の
取
扱
い
と

平
仄
を
合
わ
せ
る
べ
き
と
す
る
点
で
は

原
審
と
同
様
の
意
見
を
持
つ
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
よ
う
に

実
際
に
は
建
物
が
存
在
し
な
い
上
記
空

洞
部
分
に
つ
い
て
建
物
が
実
在
す
る
場

合
と
同
様
に
１
階
か
ら
３
階
ま
で
の
床

面
積
を
想
定
し
容
積
率
面
積
を
算
定
す

る
こ
と
は
、
租
税
法
律
主
義
の
観
点
か

ら
も
疑
問
が
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

私
は
、
参
道
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
本
件
対
象
地
の
面
積
と
、
本
件
対
象

地
上
の
本
件
建
物
部
分
の
床
面
積
及
び

本
件
建
物
の
地
階
が
本
件
対
象
地
の
地

下
部
分
に
も
存
在
す
る
場
合
に
は
そ
の

鑑
み
る
と
、
参
道
部
分
と
課
税
用
途
建

物
の
敷
地
部
分
が
存
す
る
同
条
３
号
の

境
内
地
の
扱
い
に
つ
い
て
も
、
非
課
税

用
途
と
課
税
用
途
の
各
建
物
部
分
か
ら

な
る
建
物
の
敷
地
土
地
に
関
す
る
同
条

２
号
の
境
内
地
の
上
記
扱
い
と
同
様

に
、
按
分
計
算
に
よ
る
固
定
資
産
税
等

の
割
合
的
な
算
定
を
認
め
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
68
番
５
土
地
の
う

ち
、
本
件
対
象
地
に
つ
い
て
、
参
道
の

用
途
に
供
さ
れ
て
い
た
部
分
の
割
合
に

応
じ
、
本
件
規
定
に
基
づ
き
非
課
税
と

す
べ
き
と
い
う
の
が
私
の
意
見
で
あ
る
。

３
（
１
）
68
番
５
土
地
に
つ
い
て
賦
課

す
べ
き
具
体
的
な
固
定
資
産
税
等
の
額

の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、
原
審
は
、
68

番
５
土
地
の
状
態
は
土
地
上
に
課
税
用

途
と
非
課
税
用
途
に
明
確
に
区
分
さ
れ

た
建
物
が
存
在
す
る
場
合
と
非
常
に
良

く
似
た
状
態
で
あ
る
と
し
て
、
固
定
資

産
税
等
の
計
算
も
こ
れ
と
同
様
に
行
う

の
が
相
当
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

参
道
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
本
件
建

物
の
地
上
１
階
か
ら
３
階
ま
で
に
相
当

す
る
中
央
の
空
洞
部
分
に
つ
い
て
、
そ

の
物
理
的
な
形
状
か
ら
１
階
か
ら
３
階


